
魚病被害の内訳（令和５年）

ノカルジア症

35.5%

α溶血性レンサ球菌症

（Lactococcus garvieae感染症）

21.4%

連鎖球菌症（未同定）

16.6%

不明病（原因不明）

7.1%

細菌性溶血性黄疸

5.4%

その他

14.0%
ぶり類

エドワジエラ症（パラ

コロ病以外のエドワジ

エラ・タルダ感染症）

52.4%

ビブリオ病

12.3%

滑走細菌症

10.6%

エラムシ症

6.3%

マダイイリドウイルス病

5.7%

その他

12.7%まだい

パラコロ病

61.8%

不明病（原因不明）

10.6%

骨曲り

10.2%

ウイルス性血管内皮壊死症

（鰓うっ血症）

5.3%

その他

12.1%
うなぎ

エドワジエラ症（パラコロ病以外の

エドワジエラ・タルダ感染症）

56.7%

連鎖球菌症（未同定）

35.0%

不明病（細菌性）

5.4%

その他

3.0%ひらめ

合計推定

被害額

10.8億円

合計推定

被害額

12.4億円

合計推定

被害額

7.2億円

α溶血性レンサ球菌症

（Lactococcus garvieae感染症）, 

37.0%

マダイイリドウイルス病, 36.0%

連鎖球菌症（未同定）, 

8.7%

ノカルジア症, 

5.0%

その他, 13.3%くろまぐろ

連鎖球菌症（未同定）, 

48.9%

α溶血性レンサ球菌症

（Lactococcus garvieae感染症）, 

32.1%

ノカルジア症, 11.8%

その他, 7.3%
しまあじ

くるまえび

合計推定

被害額

6.6億円

合計推定

被害額

5.1億円

合計推定

被害額

51.4億円



※上位４位以降かつ５％未満の疾病については、その他としている。

粘液胞子虫性やせ病, 71.4%

不明病（原因不明）, 

6.8%

白点病, 5.9%

エラムシ症, 5.4%

その他, 10.5%ふぐ類

ビブリオ病, 

60.4%

クルマエビ急性ウイルス血

症［ＰＡＶ］（ホワイトス

ポット症［ＷＳＤ］）, 

30.1%

鰓黒病（フサリウム症）, 7.0%

不明病（原因不明）, 2.5%
くるまえび

連鎖球菌症（未同定）, 

49.8%不明病（細菌性）, 22.7%

ビブリオ病, 10.4%

滑走細菌症, 6.6%

粘液胞子虫性脳脊髄炎, 

5.2%

その他, 5.3%その他の海産魚類

冷水病（細菌性冷水病）

［ＢＣＷＤ］, 69.0%

アユの異型細胞性鰓病

[ACGD], 19.2%

運動性エロモナス症（赤斑

病、鰭赤病、立鱗病以外の運

動性エロモナス感染症）, 

3.3%

その他, 8.5%あゆ

合計推定

被害額

4.1億円

合計推定

被害額

4.1億円

合計推定

被害額

4.1億円

合計推定

被害額

2.9億円


